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ＧＴ 節足動物 なし 
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カブトムシ 















択肢が望まれる（2009 年 12 月より 2019 年 12 月まで２











































































































































































列が模型→ニワトリ→カニのものであり 2 クラス 75 名，Ⅱ群は学






































り 2 クラス 75 名，ニワトリ後は学習配列が模型→カニ→ニワトリ















































ループ）」の共起関係について，Jaccard 係数の大きいものから 60 
位までを描画した．Ｂ，出現頻度４回以上の単語 47個を対象とし，















































抽出語 出現回数 抽出語 出現回数 抽出語 出現回数
分かる 46 実際 9 ニワトリ 5
筋肉 29 少し 9 ハサミ 5
思う 23 難しい 9 楽しい 5
模型 23 骨 8 教材 5
カニ 12 自分 7 使う 5
解剖 12 比べる 7 実験 5
手羽先 11 印象 6 手 5
面白い 11 消去法 6 出来る 5
動き 10 動く 6 本物 5
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